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市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
平
成
25
年
の

清
々
し
い
新
春
を
、
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関

係
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ

り
、
阿
久
根
市
制
施
行
60
周
年
の
記
念
す

べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
先
人
へ
感
謝
し
、
さ
ら
に
、
未
来

に
向
け
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
確

認
し
な
が
ら
、
こ
の
60
周
年
を
お
祝
い
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
改
革
の
取
組
に
よ
り
、
市
債
の
残

高
は
減
少
し
、
市
の
預
金
で
あ
る
基
金
は

増
加
す
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
が
図
ら

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
、少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り
、

市
税
収
入
の
停
滞
や
社
会
保
障
関
係
費
の

増
加
等
、
今
後
多
く
の
課
題
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

将
来
に
わ
た
る
本
市
の
持
続
的
発
展
を

確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
健
全
な

財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
市
と
し
て
の
魅
力

を
創
造
し
な
が
ら
発
信
し
、
交
流
人
口
や

定
住
人
口
の
増
加
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
市
を
再
生
・
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
本
市
の
観
光
、
産
業
、
健
康
、
歴

史
・
文
化
、
景
観
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各

分
野
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、「
う
み
・

ま
ち
・
に
ぎ
わ
い
」
再
生
整
備
基
本
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
阿

PHOTO／西平良将市長と脇本小学校５、６年生の子どもたち（脇本小学校校舎屋上）

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設
委

員
会
が
建
設
場
所
に
つ
い
て
の
答
申
書

を
市
へ
提
出
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久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設

や
阿
久
根
駅
駅
舎
の
整
備
は
そ
の
一
環
の

事
業
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
業
は
、
国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
て
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
振
興
を
進
め
る
上
で
重
要

な
社
会
基
盤
で
あ
る
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
交
通
体
系
の

早
期
整
備
に
向
け
て
、
今
後
も
国
や
関
係

機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
活
力
あ
る
明
る
い
未
来
の

創
造
に
努
め
な
が
ら
、「
自
然
と
人
が
共

生
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
ま
い
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
１
月

阿
久
根
市
長
　
西

平

良

将

今月の題字

ウミガメが産卵に集まって

くるほどきれいな海がある阿

久根が大好きです。

４月から中学生になるの

で、勉強やスポーツをがんば

りたいです。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協

議会では平成25年３月31日ま

で義援金を受け付けています。

市民の皆さまのあたたかいご

支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成24年12月31日現在）

13,695,364円
※日本赤十字社を通じて、被災さ

れた方々へ配分されます。

出で

　

口ぐ
ち

　
優ゆ

う
　

那な

さ
ん

脇
本
小
６
年

今月の表紙

五色浜海岸で行われた、元

旦恒例の初泳ぎ。参加者は一

斉に海に飛び込み、「寒い」「冷

たい」と言いながらも笑顔で

楽しんでいました。

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

木方十根委員長（鹿児島大学大学院教授）
から西平市長に提出された答申書

建
設
委
員
会
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
建
設

場
所
を
現
在
の
市
民
会
館
敷
地
に
建
て

替
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
12

月
21

日
に
市
長
に
答
申
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

今
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
及

び
実
施
設
計
に
向
け
、
建
設
方
針
を
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

義援金の受付
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月
５
日
、
平
成
25

年
阿
久
根
市
成
人

式
が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

（
対
象
者
292

名
の
う
ち
、
260

名
が
出
席
）

式
典
が
終
わ
る
と
、
新
成
人
が
懐
か
し

い
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
記
念
写

真
を
撮
っ
て
談
笑
す
る
な
ど
の
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
成
人
式
は
、
次
の
９
名

の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、
企
画
・
運

営
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　（
敬
称
略
）

▽
迫
口
大
地
▽
久
保
隆
太
▽
柿
花
彩
未

▽
川
添
翔
子
▽
大
野
智
明
▽
久
留
誠
次

▽
中
村
紗
也
▽
倉
津
翔
子
▽
別
府
愛
美

１

新
成
人
の
皆
さ
ま
、
ご
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

20

歳
に
な
れ
ば
厚
生
年
金
に
加
入
中

の
方
々
な
ど
を
除
き
、
国
民
年
金
第
１

号
の
加
入
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
付
し
、

ご
両
親
の
世
代
の
生
活
を
支
え
る
世
代

間
扶
養
の
仕
組
で
す
。

ま
た
、
自
分
が
病
気
や
事
故
な
ど
で

障
が
い
が
残
っ
た
時
な
ど
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
万
が
一
に
つ
い
て
も
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

な
お
、
学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
を
後
払

い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、

学
生
で
な
い
方
は
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
年
金
事
務
所
（
代
表
）

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

新
成
人
の
皆
さ
ま
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

平成25年阿久根市成人式実行委員の皆さん

受付会場 友人との再会
新成人から阿久根市へ車椅子
１台と演台が寄贈されました

輝く未来へ希望を抱く新成人

292名の新成人が新たな門出

平成25年

阿久根市成人式

皆さまの輝かしい未来を
ご祈念いたします



5 Akune

Ｊ２アビスパ福岡へ入団　中原秀人さん　福岡教育大４年・ＭＦ
Ｊ１サガン鳥栖へ入団　　平　秀斗さん　佐賀東高３年・ＦＷ

ＷシュートがＪリーグ入団報告

12月26日、「しゅうと」という同じ名前を

持つ本市出身のサッカー選手が、Ｊリーグ

のサッカーチームに来季から入団するとの

ことで、市役所を訪れました。

人
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
地
元

Ａ
Ｆ
Ｃ
パ
ル
テ
ィ
ー
ダ
で
三
笠
中

学
校
ま
で
プ
レ
ー
し
、
高
校
も
同
じ
佐

賀
東
高
校
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。

４
歳
違
い
で
す
が
、「
中
原
選
手
は

戦
術
も
技
術
も
ズ
バ
抜
け
た
選
手
」「
平

選
手
は
体
格
が
良
く
て
ス
ピ
ー
ド
が
す

ご
い
」
と
互
い
に
意
識
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

Ｍ
Ｆ
の
中
原
選
手
は
、
大
学
３
年
か

ら
Ｊ
２
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
の
特
別

指
定
選
手
と
し
て
５
試
合
に
出
場
し
、

１
得
点
を
マ
ー
ク
。「
１
年
を
振
り
返

り
、
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
た
と
思
え
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。
ボ
ー
ル
を
た

く
さ
ん
さ
ば
き
、
得
点
に
絡
む
プ
レ
ー

を
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

Ｆ
Ｗ
の
平
選
手
は
、
高
校
１
年
の
と

き
に
Ｕ
ー
17

日
本
代
表
に
選
出
。ま
た
、

今
夏
の
全
国
高
校
総
体
３
試
合
で
２

ゴ
ー
ル
も
決
め
、
優
秀
選
手
に
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。「
チ
ー
ム
に
早
く
慣
れ
、

常
に
成
長
し
続
け
な
が
ら
、
早
く
試
合

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

阿
久
根
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表

選
手
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

２

阿久根からＪリーグへ

中
なか

原
はら

秀
しゅう

人
と

さん
（筒田区出身）

平
ひら

　秀
しゅう

斗
と

さん
（瀬之浦下区出身）

「Ｗ
ダブル

」
シュート
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笑顔でハイポーズ
グラウンド内に設けられた
ボンタンピラミッド

力強く選手宣誓を行う
鶴翔高校陸上部
主将　國島　毅さん

来場者とふれあう
ボンタンロードレース大会に 
合わせて開催された尾崎いきい
き祭り特設会場

ゴールはあと少し

雨にも負けず、がんばれY

月
９
日
、
阿
久
根
市
制
施
行
60

周
年

を
記
念
し
た
第
29

回
あ
く
ね
ボ
ン
タ

ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
市
総
合
運
動

公
園
発
着
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
㎞
、
５
㎞
、
10

㎞
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
４
種
目
に
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た

２
，
４
４
５
名
（
昨
年
よ
り
177

名
増
）
の

ラ
ン
ナ
ー
は
、
初
冬
の
冷
気
を
感
じ
な
が

ら
ボ
ン
タ
ン
路
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
産
品
フ
ェ
ア
や
抽
選
会
が
開

催
さ
れ
、
選
手
や
会
場
を

訪
れ
た
方
々
は
、
阿
久
根

の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

12初冬のボンタン路を2,445名が快走Y

阿久根市制施行60周年記念

第29回　あくね
ボンタンロードレース大会

大勢の来場者でにぎわう
屋内雨天練習場で行われた特産
品フェア

ファミリー・小学生女子３㎞のスタート

ボンタン路を駆け抜けるランナー

すっご
く

おいし
いよ♪

元気よくイェーイY

ハー
フマ
ラソ
ンの
スタ
ート
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もちつき大会食料品を買い求める買い物客

末
年
始
の
食
料
品
か
ら
生
活
用
品
な

ど
が
出
そ
ろ
う
阿
久
根
市
制
施
行
60

周
年
を
記
念
し
た
第
41

回
阿
久
根
市
産
業

祭
が
12

月
15

、
16

日
、
市
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
特
産
品
を
は
じ
め
農
林
水

産
物
、
商
工
業
品
、
各
種
加
工
品
等
が
展

示
即
売
さ
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
園
児
ら
に
よ
る

お
遊
戯
や
小
・
中
学
生
に
よ
る
演
奏
、
伝

統
芸
能
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
様
々
な
商
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
隣
接
し
た
会
場
で
は
、
交
通
安
全

フ
ェ
ア
（
15

日
の
み
）
や
献
血
（
16

日
の

み
）
も
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

年

醤油をつけた
おいしそーなお餅♪

大勢の来客でにぎわう（市総合体育館）

竹太鼓とソーラン節を披露した
阿久根小学校６年生の子どもたち

クリスマス飾りを
作る来場者

交通安全フェア

お楽しみ抽選会

阿久根市制施行60周年記念

第41回
阿久根市産業祭
アクネ うまいネ 自然だネ まつり

t出展数は53事業者
例年より多くの事業者が
出展し、売上高も増と 
なりました
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まちの話題 ピックアップ
山下っ子ゆめ授業 フリーアナウンサーで活躍されている中村朋

美さんを講師に「聞く力・話す力」という演題で、
山下っ子「ゆめ授業」が11月26日、山下小学校
で行われました。
この授業は子どもたちが、専門家を招いた講

演等を通し、広い視野で物事を考え自分を磨き、
将来に生かしてほしいという目的で、同校が 
今年初めて開催したものです。
子どもたちは、言葉に心を込める方法や声だ

けでなく目線や表情、しぐさなどで気持ちを 
伝える方法などを楽しく学んでいました。

12月14日、阿久根小学校でＡＬＳＯＫ鹿児島綜合

警備保障㈱の職員の方を講師に、低・中・高学年に

わかれて「防犯教室」が行われました。

この教室は、子どもたち一人ひとりに「防犯意識」

を持たせ、登下校中の危険回避の仕方や留守番時の

危険・不審電話などへの対処方法を学ぶことを目的

として、同校では昨年から実施しています。

「怖い人から電話がかかってきたとき、どうした

らいいのかが分かって安心した」と、教室を受けた 

子どもが話してくれました。

安心して留守番できるよ（阿久根小）

12月11日、鶴川内中学校で阿久根消防署の職

員を講師に、災害時の避難訓練が行われました。

生徒たちは、ドライスモーク（安全性の高い

疑似煙）を充満させて、その中を人が通り抜け

る「煙体験ハウス」で、火事による煙が充満し

た時の怖さを疑似体験しました。

この装置は、阿久根消防署が火災時にどのよ

うに避難したら良いかを体験・訓練してもらう

ために新規に購入したものです。体験した生徒

は「煙で本当に前が全然見えなかった。火事っ

て怖い。」と話していました。

煙体験ハウスで疑似体験（鶴川内中）

大阪府で12月25日から開催されるＪＯＣジュニア

オリンピックカップ第26回全国都道府県対抗中学バ

レーボール大会（女子）に鹿児島県代表として出場

する尾塚愛実さんの壮行会が12月21日、阿久根中学

校の二学期終業式後に行われました。

尾塚さんは「これまで仲間と支え合って、練習し

てきました。練習の成果を精一杯出せるよう、がん

ばってきます」と決意を述べました。

結果は、予選リーグを勝ち抜き決勝トーナメント

２回戦まで進出、ベスト16と健闘しました。今後ま

すますの活躍が期待されます。

県代表  阿久根中の壮行会で決意

フリーアナウンサーの中村朋美さんから直接、指導を
受ける山下小学校の児童

ＡＬＳＯＫ鹿児島綜合警備保障㈱の職員から留守番
をするときの対処法を学ぶ阿久根小学校の児童

阿久根消防署の職員から火事による煙の怖さを体験する
装置について説明を受ける鶴川内中学校の生徒ら

ＪＯＣ全国都道府県対抗中学バレーボール大会に
県代表で出場する阿久根中学校３年　尾塚愛実さん
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ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

折多小学校３年生（22人）の子どもたちが12月11日、

折多校区の自然を守る会の方や保護者と餅つきをしま

した。

授業で大切に育てたもち米を蒸した後、石臼ときね

を使い、「よいしょー」とかけ声を上げてつきました。

「きねが重たかったけど、楽しかった」と参加した子

どもが話してくれました。参加者全員で餅を丸めて色々

な大きさにして試食し笑顔が広がりました。この活動

を通して、子どもたちは農業の大変さや喜び、地域の

ふれあいの大切さを学びました。

もちつきで交流（折多小）

12月16日、尾崎小学校の子どもたちによる尾崎ショップ、

12月23日には、鶴川内小学校の子どもたちによる鶴小ストア

が「えきまえチャレンジショップ華」で行われました。

尾崎ショップでは、地元の竹で製作したクリスマス飾りが

好評で、子どもたちがつくった新米やもち米、特産のボンタ

ン、早掘りタケノコも販売していました。

鶴小ストアでは、鶴川内小学校の子どもたちがつくった「鶴

小う米
まい

」が販売して即完売となるほどの人気で、もち米使用

の山菜おこわや保護者手作りのお菓子、地元のミカンを販売

し、どちらのお店も用意していたものが午前中で完売する 
好評ぶりでした。

餅つき体験をする折多小学校の児童

販売体験を行う尾崎小学校の児童ら

販売体験を行う鶴川内小学校の児童ら

お客さんの呼び込みをする
尾崎小学校の児童

「いらっしゃいませ～」と元気な声でお客さんを
出迎える鶴川内小学校の児童ら

尾崎ショップ
鶴小ストア 大盛況Y
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まちの話題 みんなのアルバム

12月11日、北薩法人会阿久根支部が、社会貢

献活動の一環として、市内８か所の保育園、幼

稚園にインフルエンザの予防対策の一助にと、

消毒液80個を寄贈しました。

12月１日、阿久根市保健センターで

第１回市民健康講座「心臓病の話」が

開催されました。阿久根市民病院副院

長の立石繁宜先生を講師に、心臓発作

の前触れから最新治療、そして予防方

法など、約50名が参加し、熱心に学ん

でいました。

12月24日、折口駅で肥薩おれんじ鉄道を地

元沿線から応援しようということで、同駅に

花の苗植えをする活動が行われました。地元

の住民や小・中学生など約80名が参加。ホー

ムの延長線上にアジサイやリビングストン

デージー、ビオラ、スイセンなどが植えられ、

今後も機会あるごとにボランティアを募って

活動するとのことです。

12月７日、尾崎区の若松義

三さんの農園で、西目小（３、

４年生13名）と尾崎小（全学

年12名）の子どもたち25名が、

ボンタン狩りを行いました。

子どもたちは、歓声を上げな

がら思い思いのボンタンを狩

り、大満足のようでした。

蓮華保育園の園児に消毒液を手渡す北薩法人会
阿久根支部会長　野村泰徳氏

講師の立石繁宜先生の話に聞き入る参加者

インフルエンザ予防対策用品を寄贈

おれんじ鉄道をみんなで応援しよう

花の苗を植える三笠中学校の生徒

心 臓病の予防と最新治療を学ぶ

大きなボンタン片手に満足そうな笑顔を見せる子どもたち

ボンタン狩り交流　西目小と尾崎小
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

脇本の瀬之浦区の松木製糖工場で、サトウ

キビを使った純度100％、昔ながらの黒砂糖づ

くりが11月下旬からはじまり、最盛期を迎え

ていました。

工場には、地元で収穫されたサトウキビが

次々と運び込まれ、搾汁機で搾られた後、釜

に移され水アメ状になるまで焦げないように

煮詰められます。この日もサトウキビの甘い

香りと湯気が工場内に立ち込める中、職人さ

んが永年の経験をたよりに釜をかき混ぜなが

ら頃合いを見計らって一気に大皿に黒砂糖を

すくい上げ、手早く丁寧にトレイによそって

いました。

代表の松木功さんは、「今年は昨年に続く不

作で、３分の１ほどの収穫しかなく、例年、

20日くらいの操業が７日で終わる。不作続き

で残念だが、昭和23年から続く、脇本の黒砂

糖作りの伝統を守っていきたい」と話してい

ました。

12月10日、年末・年始特別警戒の出発式が、

阿久根警察署であり、署員と防犯協会員、交通

安全協会員ら約70名が参加しました。参加者は

「振り込め詐欺にだまされないで」「飲酒運転追

放」などののぼり旗のもと、パトカーや青パト

隊に分乗して、パトロールに出発しました。

みんなのアルバム
楽しい話題などをお知らせください。

秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

搾汁機でサトウキビの汁を
搾り出す水アメ状の黒砂糖を大皿にすくい上げる職人さん

「事件・事故のない安心安全な年末を」と呼びか
ける阿久根地区交通安全協会会長の松㟢勝雄さん

搾られた汁の出来具合を
確認する代表の松木功さん

甘い香り漂う伝統の黒砂糖作り
－松木製糖工場－

地域でがっちり
年末 ・ 年始特別警戒

できたての黒砂糖を丁寧にトレイによそう
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市内の特認校紹介

鷹首山や高松川などの恵まれた自然環境

の中、子どもたち一人ひとりにきめ細かく、

行き届いた学習指導が行われています。親

子田植えや稲刈り、餅つき、高齢者とのふ

れあい活動、でんえんコンサートなど地域

と連携した体験活動も充実しています。

阿久根市鶴川内３３８０番地
☎０９９６－７２－０４８９

鶴川内小学校

地引き網やボンタン狩りを通した交流学習

など、特色あふれる教育活動の充実と、一人ひ

とりに応じた丁寧な個別指導が魅力の尾崎小

学校です。現在３名の特認校生を含め、全児童

12名で楽しく・仲良く学校生活を送っていま

す。「笑顔いっぱい　感動いっぱい　一人ひと

りが主人公」の実現をめざしています。

阿久根市山下５９１６番地
☎０９９６－７２－２１００

尾崎小学校

西目校区の海や山に囲まれた豊かな自然

の中で、少人数を生かした、子ども一人ひ

とりを大切にする学習指導と、心を豊かに

育てる体験活動（ひな女祭り、地引き網な

ど）を取り入れた特色ある教育活動を展開

しています。

阿久根市西目１２４５番地
☎０９９６－７２－０４４８

西目小学校

今年も神奈川県から２人の山村留学生が学
んでいます。一人３受賞や読書量200冊突破、
米作りやさつまいも、椎茸などの栽培、魚釣り
やダイビングなどの川遊び、ソーメン流し、親
子キャンプ、竹の子掘り、餅つき大会、登山な
ど、盛りだくさんの感動ある豊かな体験活動を
通して、生きる力を蓄えています。
毎年アオバズクが子育てにやってきます。

阿久根市鶴川内７２５７番地
☎０９９６－７９－２００１

田代小学校

地域が一体となって楽しむでんえんコンサート

運動会で一輪車ショーを披露する児童

地引き網体験をする児童ら

子育てにやってくるアオバズク
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◎
特
認
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

「
小
規
模
特
認
校
制
度
」
は
、
小
規
模
校
な

ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
通
学
区
域
外
の
児
童
生
徒
の
入
学
・
転
入

学
を
特
別
に
認
め
る
制
度
で
す
。

◇
入
学
条
件

①
市
内
に
保
護
者
・
児
童
生
徒
が
在
住
し
、

平
成
25

年
４
月
１
日
現
在
で
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
で
あ
る
こ
と

②
１
年
以
上
通
年
通
学
が
可
能
で
あ
る
こ
と

③
原
則
保
護
者
が
送
迎
可
能
で
あ
る
こ
と

◇
申
込
期
限
　
原
則
、
２
月
１
日
㈮
ま
で
で
す

が
、
年
度
途
中
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

◎
田
代
小
・
大
川
小
で
は
山
村
留
学
生
も

募
集
し
て
い
ま
す

市
内
外
を
問
わ
ず
、
山
村
留
学
に
興
味
・
関

心
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
　
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

◇
期
　
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
（
延
長
も

可
）

◇
経
　
費
　
保
護
者
負
担
額
　
月
額
３
万
円
…

委
託
先
食
料
費

＊
そ
の
他
、
学
校
教
材
費
、
給
食
費
、
医
療
費

な
ど
、
児
童
に
か
か
る
経
費
は
、
す
べ
て
保

護
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
　
指
導
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
１
４
）

一人ひとりの『瞳』輝く特認校　この地で育て阿久根っ子
特認校で学びませんか

豊かな自然の中で、小鳥のさえずりとともに

子どもたちの明るい声が聞こえる学校です。少

人数の良さを生かした学習や思い出に残る体験

活動など、地域と一体となって子どもたち一人

ひとりの人間的成長を育みます。

「あかるく・かしこく・たくましい大川っ子」を
めざし、学校・家庭・地域の三者のスクラムで、
子どもたちを育成します。「あいさつや読書とボ
ランティア」が学校自慢です。小・中合同あい
さつ運動、読書会と連携した読書活動の推進、
餅米作り活動、昔の遊び活動、塩干・ボンタン
漬作りなど、地域の方々や豊かな自然とのふれ
あいを通した体験活動を推進しています。

大川の自然豊かな中、落ち着いて学習に
打ち込める環境が整っています。「『人前力』
発揮Y」をキャッチフレーズに、小規模校
の良さを生かし、知・徳・体にわたり、一
人ひとりを大切にした教育活動に取り組ん
でいます。温かい保護者・地域と共に子ど
もたちの育成にがんばっています。（大川
駅より徒歩３分）

大川中学校

阿久根市大川８２５０番地
☎０９９６－７４－０００４

大川小学校

阿久根市大川８０６１番地
☎０９９６－７４－０００７

阿久根市鶴川内１０３００番地
☎０９９６－７２－２１０１

鶴川内中学校

被災地を応援する
活動をした生徒ら

餅米作り活動

よかどし交流で行われた理科の実験教室
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バ
イ
オ
・
発
酵
食
品
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

鶴翔
高校へ
行こう④

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
国
・
数
・
英

の
習
熟
度
別
に
数
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
生

徒
の
学
力
や
進
路
希
望
に
応
じ
た
き
め
細

か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
教
科
も
選
択
科
目
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
大
学
進
学
を
目
標
と
し
た
授
業

で
は
、
個
別
指
導
に
近
い
丁
寧
な
指
導
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
朝
・
土
曜
日
・
長
期
休
み
の
課

外
授
業
（
ゼ
ミ
）
も
充
実
し
て
い
て
、
確

実
に
学
力
を
向
上
・
定
着
さ
せ
て
い
ま
す
。

通
学
バ
ス
は
、
ゼ
ミ
や
部
活
動
な
ど
の

登
下
校
時
に
合
わ
せ
て
運
行
し
て
お
り
、

薩
摩
川
内
市
方
面
や
長
島
町
方
面
、
そ
し

て
阿
久
根
駅
か
ら
学
校
内
ま
で
乗
り
入
れ

て
い
て
安
心
・
安
全
で
す
。

ま
た
、
全
教
室
エ
ア
コ
ン
完
備
で
、
快

適
に
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

鶴
翔
高
校
の
学
科
に
は
、
総
合
学
科
、

農
業
科
学
科
、
食
品
技
術
科
の
３
つ
の
学

力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
学
校

習
し
や
す
い
学
校

人
十
色
の
道
が
あ
る
学
校

鶴
翔
高
校
っ
て
ど
ん
な
学
校
？

学学十

科
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
学
科
の
内
容
と
主
な
進

路
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
平
成
20

年
度

〜
平
成
23

年
度
の
デ
ー
タ
で
す
。

総
合
学
科

（
４
つ
の
系
列
）

他
校
の
普
通
科
と
同
じ
よ
う
に
、文
系
・

理
系
に
分
か
れ
、
大
学
進
学
を
目
指
し
ま

す
。他

校
の
商
業
科
や
情
報
処
理
科
と
同
じ

よ
う
に
、
簿
記
や
情
報
な
ど
の
資
格
を
取

得
し
て
、
就
職
や
進
学
に
生
か
し
ま
す
。

◆
ア
カ
デ
ミ
ア
系
列

◆
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列

【
進
路
】
鹿
児
島
大
、
鹿
児
島
国
際
大
、

志
學
館
大
、
鹿
児
島
純
心
女
子
大
、
鹿

児
島
県
立
短
期
大
、
鹿
児
島
女
子
短
期

大
、
広
島
大
、
岡
山
大
、
高
知
大
、
長

崎
大
、
長
崎
県
立
大
、
崇
城
大
、
防
衛
大
、

第
一
工
業
大
な
ど

【
就
職
】
鹿
児
島
銀
行
、陸
上
自
衛
隊
な
ど

【
進
路
】
駒
沢
大
、
志
學
館
大
、
鹿
児
島

女
子
短
期
大
、
鹿
児
島
情
報
専
門
学
校

（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）、
鹿
児
島
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）、
タ
ラ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

専
門
学
校
、
九
州
デ
ザ
イ
ナ
ー
専
門
学

校
、
福
岡
デ
ザ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校
、
原
田
学
園
ハ
イ
テ
ク
専
門

学
校
、
東
京
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
学
院
、
麻

生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
な
ど

【
就
職
】
九
州
電
力
、
岩
崎
産
業
、
京
セ

ラ
川
内
工
場
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
、

鹿
児
島
銀
行
、
阿
久
根
石
油
、
阿
久
根

ガ
ス
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
、
霧
島
観
光

交
通
、
ス
タ
ー
ゼ
ン
、
マ
キ
オ
Ａ
ー
Ｚ
、

東
京
ガ
ス
、
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合
、

陸
上
自
衛
隊
な
ど

測
量
、
土
木
・
造
園
の
知
識
を
学
び
、

就
職
・
進
学
に
生
か
し
ま
す
。

◆
環
境
緑
地
系
列

【
進
路
】
鹿
児
島
大
（
農
学
部
）、
志
學

館
大
、
鹿
児
島
建
設
専
門
学
校
、
川
内

職
業
能
力
開
発
短
期
大
な
ど

【
就
職
】
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
、
京
セ
ラ
川
内
工
場
、
赤
鶏
農
業
協

同
組
合
、
ス
タ
ー
ゼ
ン
、
佐
川
急
便
、
陸

上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
な
ど
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
向
上
、
就
職
・

進
学
を
目
指
し
ま
す
。

草
花
専
攻
と
バ
イ
オ
専
攻
と
に
分
か

れ
、
草
花
の
栽
培
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
情
報
処
理
を
学
び
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
系
列

◆
園
芸
工
学
コ
ー
ス

【
進
路
】
中
京
学
院
大
、帝
京
大
、福
岡
大
、

亜
細
亜
大
、
鹿
児
島
国
際
大
、
第
一
工
業

大
、
志
學
館
大
、
日
本
文
理
大
、
拓
殖
大
、

鹿
児
島
県
立
短
期
大
、
九
州
保
健
福
祉

大
、
鹿
児
島
医
療
技
術
専
門
学
校
、
鹿

児
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
な
ど

【
就
職
】
に
し
け
い
（
保
安
）、東
京
ガ
ス
、

京
セ
ラ
川
内
工
場
、
陸
上
自
衛
隊
、
海

上
自
衛
隊
な
ど

【
進
路
】
鹿
児
島
大
（
農
学
部
）、
鹿
児

島
県
立
農
業
大
、
志
學
館
大
、
南
九
州

大
な
ど

【
就
職
】
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
、
阿
久
根

石
油
、
ス
タ
ー
ゼ
ン
、
マ
キ
オ
Ａ
ー
Ｚ
、

陸
上
自
衛
隊
、
そ
の
他
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
・

農
業
関
係
な
ど

【
進
路
】
鹿
児
島
大
（
農
学
部
）、
志
學

館
大
、
鹿
児
島
女
子
短
期
大
、
今
村
学

園
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
、
城
西
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
な
ど

【
就
職
】
山
崎
製
パ
ン
、
イ
ケ
ダ
パ
ン
、

岩
崎
産
業
、
鹿
児
島
銀
行
、
ス
タ
ー
ゼ

ン
、
マ
ル
イ
農
協
フ
ァ
ー
ム
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、

い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
、
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
阿

久
根
、　
指
宿
白
水
館
、
ニ
シ
ム
タ
、
そ

の
他
食
品
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

農
業
科
学
科

（
２
つ
の
コ
ー
ス
）

食
品
技
術
科

（
２
つ
の
コ
ー
ス
）

野
菜
専
攻
と
畜
産
専
攻
に
分
か
れ
、
イ

ネ
や
野
菜
の
栽
培
、
肉
用
牛
の
飼
育
、
情

報
処
理
を
学
び
ま
す
。

３
年
Ａ
組
シ
リ
ー
ズ
の
生
産
、微
生
物
・

３
年
Ａ
組
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
加
工
食
品

製
造
技
術
、
食
品
流
通
を
学
び
ま
す
。

◆
農
業
コ
ー
ス

◆
発
酵
食
品
化
学
コ
ー
ス

◆
食
品
加
工
コ
ー
ス

バ
イ
オ
・
発
酵
食
品
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

食品技術科の授業

学
校
は
、
楽
し
く

っ
て
ア
ッ
と
い
う

間
だ
よ

鶴
翔
高
校

サ
イ
コ
ー
だ
っ
て

鶴翔高校へ行こう④
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平成24年分確定申告等の作成会および申告受付を下記の日程で行います。
内　　　容 実施日 時　　　　間 会　　場 対　象　者

年金受給者
申告書作成会

２月７日㈭
２月８日㈮

午前９時30分～11時30分
午後１時30分～４時
（ただし、８日は午後３時まで）

阿久根市民会館
大 ホ ー ル

公的年金の受給者で、確
定申告が必要な方（営業・
農業・不動産・譲渡・退
職所得のある方を除く。）

白 色 確 定
申 告 受 付

２月19日㈫
２月20日㈬

午前９時～11時30分
午後１時30分～４時
（ただし、20日は午後３時まで）

脇本地区公民館
集 会 室 青色申告および譲渡・ 

株式等の分離所得を除く。
白 色 確 定
申 告 受 付

２月21日㈭
２月22日㈮

午前９時～11時30分
午後１時30分～４時

阿久根市民会館
大 ホ ー ル

確定申告相談日程のお知らせ

◎　確定申告をしなければならない方
所得のある方で一定の条件に当てはまる方は、確定申告をしなければなりません。
①　個人事業者で納める所得税額がある方
②　複数の会社などから給与をもらっている方
③　給与所得がある人で他の所得の合計が20万円を超える方
④　給与収入が2,000万円を超える方など

また、このほかに
①　風水害などの災害に遭われた方
②　多額の医療費を支払われた方
③　マイホームを新築（購入）・増改築し、年末において金融機関から借入金残高のある方などは、
確定申告をすると源泉徴収されている所得税が、還付されることがあります。

なお、確定申告の作成に関する相談会場に来場の際には、整理・集計を行った収入のわかる資料およ
び経費の領収書のほか、筆記具、電卓、印鑑を持参してください。

※　公的年金等に係る雑所得を有する方で、その年中の公的年金等の収入金額が400万円以下であり、
かつ、その年分の公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合は、その年分の 
所得税について確定申告書を提出する必要はありません。
しかし、医療費控除による所得税の還付を受けるためには申告書を提出する必要があります。

【公的年金等以外の所得金額が20万円以下で、所得税の確定申告の提出をしない場合であっても、
市県民税の申告は必要です。】

※問い合わせ先　税務課　課税係　☎ ０９９６－７３－１２１１（内線１４４３・１４４４）

市役所からの

お知らせ

平成26年１月から

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
個人の白色申告者のうち、前々年分あるいは前年分の事業所得等の合計額が300万円を超える方に 
必要とされていた記帳と帳簿等の保存が、平成26年１月から、事業所得・不動産所得又は山林所得を生
ずべき業務を行う全ての方（所得税の申告の必要がない方も含みます）について、同様に必要となります。

【帳簿書類の保存期間】

保　存　が　必　要　な　も　の 保存期間

帳 簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年
業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書 類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年
業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、領収書などの書類
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確定申告無料相談のお知らせ　※事前に電話等で予約が必要です

私たち税理士は確定申告に関する無料相談を行っています

◇実施時期　２月１日㈮から２月28日㈭まで

※土日祝日は除きます。

◇場　　所　南九州税理士会　出水支部の各会員事務所

※出水市内の税理士も、同様に確定申告無料

相談を行っています。

◇相談内容　個人の所得税、消費税に関するご相談

◇報　　酬　申告に関する相談（30分程度）は無料です。

ただし、「具体的に申告書の作成を依頼される

場合」は、有料になります。

◇予　　約　相談を希望される税理士事務所に、必ずお電話

などで相談日時の予約をお願いします。

※税理士には、職務上知り得た秘密を守る義務（守秘義務）

が課せられていますので、安心してご相談ください。

※税理士の資格のない人が税務代理や税務書類の作成、税務

相談をすること（にせ税理士）は、税理士法で固く禁じら

れています。

平成24年度　県 ・ 市町合同公売会
～税務課からのお知らせ～

市では、滞納処分の取組として滞納者宅などを捜索し、差押

を行っています。今回、差押えた物品は、『平成24年度県・市

町合同公売会』へ出品し、売上を市税などへ充当します。

今後も期限内納税されている市民の皆さまとの公平性を保つ

ため、引き続き少額でも滞納処分を行っていきます。

◇日時　１月25日㈮　午前９時開場／午前９時40分入札開始

◇場所　かごしま県民交流センター２階大・中ホール、展示 

ロビー、鹿児島市山下町１４－５０

◇出展内容　家具、テレビ、皿など

問い合わせ先：税務課　管理徴収係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４４１・１４４２）

Akune City
Information

税理士名 事 務 所

庵　　秀志
赤瀬川1123-3
☎７２－０１１１

大田　俊雄
波留574-3
☎７３－０４５３

寺畑　幸雄
脇本13129

☎７５－０６６２

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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坂本竜馬も歩いた薩摩街道をゆく
阿久根薩摩街道ウォーク参加者募集中

東シナ海から吹く風に誘われて、歴史を秘めた

街道を歩こう。篤姫や坂本竜馬も歩いた薩摩街道

を歩くウォーキングイベントです。なお、参加費

は無料で、当日受付もできます。

◇開催日　１月27日㈰

◇スタート　午前８時30分～午前10時（受付後スタート）

◇ゴール　～午後２時（順次）

◇コース　９㎞（所要時間約３時間）

牛ノ浜駅　⇒　頼山陽公園 　⇒　大山祇神社

⇒　矢重坂　⇒　フゾドンの墓　⇒　松岡神社

⇒　鈴木段　⇒　道の駅「阿久根」

※ゴールでは、楽しいイベントやおもてなしを準備

しています。

◇参加資格　小学生以上で健康な方

◇申込方法　電話、ＦＡＸでお申込みいただけます。

第２１回　阿久根市生涯学習フェア

～出会い　ふれあい　学び合い～

阿久根市では、健やかで生きがいのある人生づくりのために

多くの方々が生涯学習の実践活動に取り組んでいます。

そこで、これからの生涯学習を通した住みよいまちづくりを

考える契機とするため、また、生涯学習を実践されている方々

の発表の場として、阿久根市生涯学習フェアを開催します。

◇日　時　２月９日㈯　午後１時30分～午後４時30分

◇場　所　市民会館大ホール

◇内　容　１　開会行事、市民憲章唱和、体育功労者表彰

２　生涯学習のひととき

小・中学生弁論発表、生涯学習講座発表

３　講演　講師　県立鹿児島工業高校硬式野球部

監督　中迫　俊明　先生

市役所からの

お知らせ

申込み・問い合わせ先：阿久根市観光案内所　電話＆ＦＡＸ　０９９６－７２－３６４６

問い合わせ先：生涯学習課（市民会館） ☎０９９６－７２－１０５１

牛之浜駅

鹿児島工業高校野球部は、平成18年に初

めて甲子園に出場してベスト４に進出。平

成20年には、選抜高校野球大会に初出場し、

県内の県立高校として、唯一の春夏出場校

となりました。その野球部を甲子園へと導

いた中迫監督が講演を行います。

◎講　師

中迫俊明
◎テーマ

ネバー ギブ アップ

入場
無料
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健
康
コ
ー
ナ
ー

こんにちは、
保健推進員です。
保健推進員は、

皆さまが住んでいる地域で健康づくりの

お手伝いをしています。

※保健推進員は、各地区の区長の推薦を受けて選ばれます。

市の委嘱を受け、２年の任期で現在230名が活動してい

ます。

第３回市民健康講座「糖尿病の話」
〜血糖値を上手にコントロールするためには〜
第３回のテーマは「糖尿病」です。血糖値が少し高めの方から治療中の方まで、

食事療法を中心とした内容です。家族みんなで適
てき

糖
とう

生活を始めてみませんか。

◇講　師　厚生連健康管理センター　管理栄養士　

◇日　時　２月18日㈪　午後２時～午後３時30分

◇会　場　阿久根市保健センター

※問い合わせ先　健康増進課　保健予防係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５８）

第１回保健推進員研修会（７/４開催）
講演会「がん検診の基礎講座」

第２回保健推進員研修会（11/12･13開催）
地区ごとにグループワークを実施

◇健診（検診）の受診啓発　　　　　　　　

　総合健診の受診票を配布したり、　　　　　

　健診（検診）の受診の勧めを行っています。
※保健推進員さんのご協力により、各種健（検）診のほと

んどが大幅に増えました。右表は、平成23年の９月末

時点と比較したものです。

◇研修会や健康講演会への参加　　　　　　　　　　 　

　保健推進員として必要な研修会に参加し、　　　　　　

　地域の健康づくりを行うため資質向上に努めています。
地域の皆さまの健康に
ついて真剣に考えてく
ださいました。
今後も「元気なあくね」
を一緒に創っていきま
しょうY

〈平成24年度　総合健診受診状況〉
平成24年９月末時点

・特定健診

1,206名（90名増）

・前立腺がん検診

534名（23名増）

・胃がん検診

1,323名（７名減）
・肝炎ウイルス検診

Ｂ型肝炎ウイルス検査

220名（74名増）

Ｃ型肝炎ウイルス検査

221名（76名増）

・大腸がん検診

1,724名（55名増）

・腹部超音波検診

1,958名（122名増）

保健推進員の

活動紹介



20Akune

◇
物
件
　
県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

（
阿
久
根
市
・
出
水
市
分
）

◇
申
込
書
の
配
布
・
受
付

２
月
１
日
㈮
〜
25
日
㈪

８
時
30
分
〜
17
時

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く

◇
抽
せ
ん
日
時
・
場
所

３
月
７
日
㈭
　
14
時
〜

県
北
薩
地
域
振
興
局

出
水
庁
舎
４
階
　
会
議
室

※
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

・
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
南
日
ホ
ー
ム
出
水
支
所

・
県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

☎
０
９
９
６
（
６
３
）
７
０
５
６

http://www.pref.kagoshim
a.jp/kurashi-

kankyo/sumai/kariru/kenei/bosyuu.html

県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
の
皆
さ
ま
へ

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
お
知
ら
せ

　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

◇
物
件
　
市
営
　
仲
仁
田
住
宅
１
号

木
造
平
家
建
（
３
Ｄ
Ｋ
）
平
成
17
年
建
築

住
宅
使
用
料
　
月
３
万
５
千
円

◇
募
集
期
間

１
月
21
日
㈪
〜
１
月
31
日
㈭

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く

◇
入
居
者
資
格

・
現
在
同
居
中
の
親
族
が
い
る
方
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

・
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
方

市
営
の
一
般
住
宅
入
居
者
募
集

行政書士事務所てらち

宅配水と言えば「アクアクララ」

　おいしいお水の

　　　申込書は以下の協力店でZ

・㈲てらち（大川）・中村豆腐店（大川）・㈲山七水産（牛之浜）

・知識自動車（山下）・下薗興業㈱（赤瀬川）・麺屋しげぞう（赤瀬川）　

・ブーランジェリーサンセリテ（赤瀬川）　・㈱古賀建設（折口）

・ネッツトヨタ南九州㈱川内店（薩摩川内市）

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
申
込
方
法

入
居
申
込
書
の
ほ
か
、
住
民
票
・
納
税
証

明
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

申
込
書
に
つ
い
て
は
、
都
市
建
設
課
で
交
付

い
た
し
ま
す
。

◇
入
居
決
定

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
を
審
査
し
て

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
者
が
複
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
　
用
地
住
宅
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
４
）

市営　仲仁田住宅１号

認
知
症
講
演
会
の
開
催

「
認
知
症
」
に
対
す
る
地
域
の
皆
さ
ま
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会
い
ず
み
川
薩

支
部
主
催
で
「
認
知
症
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
　
２
月
９
日
㈯
　
10
時
〜
16
時

◇
場
所
　
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
阿
久
根　
望
洋
の
間

◇
内
容
　「
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
考

え
る
」「
認
知
症
の
方
と
の
向
き
合
い
方
」

な
ど
の
講
演
会
と
霧
島
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
劇
団
に
よ
る
演
劇
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会

い
ず
み
川
薩
支
部
代
表

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ポ
ン
タ
　
久
保
ま
で

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
３
４
８

年
金
の「
気
に
な
る
記
録
」は

あ
り
ま
せ
ん
か

厚
生
労
働
省
・
日
本
年
金
機
構
で
は
、
こ

れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
、
年
金
記
録
問
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
１
月
末

か
ら
「
気
に
な
る
年
金
記
録
、
再
確
認
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
ま
す
。

自
分
の
年
金
記
録
に
「
漏
れ
」「
誤
り
」

が
な
い
か
ご
心
配
な
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
年
金
機
構
　
川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所
＆
県
下
一
斉

境
界
問
題
休
日
相
談
所
の
開
設

☆
登
記
　
不
動
産
登
記
関
係
全
般
（
土
地
建

物
の
売
買
・
相
続
、
境
界
問
題
、
抵
当
権

の
抹
消
、
住
所
の
変
更
、
古
い
建
物
の

滅
失
等
）、
会
社
・
法
人
登
記
関
係
全
般

（
設
立
、
役
員
変
更
、
住
所
移
転
等
）

☆
戸
籍  

出
生
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
、
帰
化

等
の
問
題

☆
供
託
　
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
で
も
め
て

い
る
、
給
料
に
差
押
が
届
い
た
、
古
い
抵

当
権
を
抹
消
し
た
い
等

☆
人
権
　
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
、

家
庭
内
暴
力
そ
の
他
の
悩
み

☆
公
証
　
遺
言
、
会
社
定
款
等

こ
の
よ
う
な
問
題
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、

相
談
無
料
（
予
約
不
要
）
で
お
受
け
し
ま

す
。
な
お
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
１
月
27
日
㈰
　
10
時
〜
16
時

※
最
終
受
付
15
時
30
分

◇
場
所
　
川
内
地
方
合
同
庁
舎
１
階
大
会
議
室

薩
摩
川
内
市
若
葉
町
４
番
24
号

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
２
３
０
０
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簡
易
水
道
管
理
人
の
募
集

尻
無
・
深
田
簡
易
水
道

◇
募
集
人
員
　
各
１
名

◇
募
集
期
間
及
び
受
付
時
間

１
月
21
日
㈪
〜
２
月
１
日
㈮

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く

◇
業
務
内
容
　
簡
易
水
道
管
理
業
務
全
般

※
詳
細
は
、水
道
課
で
説
明
い
た
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

募
集
し
て
い
る
簡
水
区
域
内
に
住
所
を
有

し
、
65
歳
未
満
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
）
で
、
水
道
業
務
を
１
年
以
上
経
験
さ

れ
て
い
る
方
ま
た
は
、
市
内
指
定
工
事
店

◇
委
託
期
間

平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
原
則
１
年
間
。

65
歳
に
な
る
ま
で
は
更
新
で
き
る
も
の
と

す
る
。

◇
応
募
方
法

水
道
課
備
え
付
け
の
申
込
書
お
よ
び
履
歴

書
（
写
真
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
水
道
課
に
提
出

◇
選
考
方
法

書
類
審
査
及
び
面
接
に
よ
る
選
考

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
３
１
２
（
直
通
）

阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

従
業
員
・
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

◇
募
集
職
種

①
市
内
公
園
管
理
作
業
員

▽
業
務
内
容
　
市
内
公
園
等
の
除
草
・
清
掃

な
ど

②
道
の
駅
「
阿
久
根
」
従
業
員

▽
業
務
内
容
　
厨
房
係
・
サ
ー
ビ
ス
係

◇
募
集
対
象
者

・
市
内
公
園
管
理
作
業
員
は
、
昭
和
18
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
道
の
駅
「
阿
久
根
」
従
業
員
は
、
昭
和
23

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◇
募
集
人
員
　
い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

◇
雇
用
期
間

平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

◇
応
募
手
続

①
提
出
書
類
　
履
歴
書
１
通
、
申
請
書
（
申

請
書
は
、
公
社
で
配
布
し
て
い
ま
す
。）

②
受
付
期
限
　
１
月
18
日
㈮
〜
２
月
４
日
㈪

＊
市
内
公
園
管
理
作
業
員
の
職
種
に
は
、
普

通
１
種
運
転
免
許
が
必
要
で
す
。

※
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

市
奨
学
生
の
募
集

市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
、
奨
学
金
の

貸
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
市
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
学
生
お
よ
び
生
徒
は
、
市
内
に
３
年

以
上
在
住
し
て
い
る
方
の
子
弟
で
す
。

◇
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額

・
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
修
学
校

月
額
９
千
円
以
内

・
専
門
学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
短
大

月
額
１
万
８
千
円
以
内

・
大
学
　
月
額
４
万
円
以
内

◇
募
集
期
間

１
月
21
日
㈪
〜
３
月
12
日
㈫

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
１
１
）

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

◎
訓
練
生
募
集

◇
室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科（
２
年
過
程
）

・
願
書
受
付
　
２
月
15
日
㈮
ま
で

・
試
験
日
　
　
２
月
25
日
㈪

◇
建
築
科
（
１
年
過
程
）

・
願
書
受
付
　
２
月
25
日
㈪
ま
で

・
試
験
日
　
　
３
月
５
日
㈫

＊
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
雇
用
保
険
、
職
業
訓
練
受
講
給

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
、

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

南
相
馬
市
へ

ミ
カ
ン
、
シ
イ
タ
ケ
寄
贈

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
提
供
し
た

い
」
と
の
こ
と
で
、
松
﨑
勝
利
さ
ん
（
下

村
区
）
か
ら
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
30

ｇ
入
り
200

袋
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
か
ら
ミ
カ
ン
10
㎏

入
り
50
箱
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
た

た
か
い
ご
支

援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

12月12日、西平市長へシイタケ
とミカンを手渡す関係者

年中無休

２４時間受付
お電話ください

　　ご相談承ります

ルミエールあくね

０９９６－６４－６４４４

ルミエールみかさ

０９９６－６４－３４４４

愛とまごころ
　　感動の人柄葬

各宗派、家族葬・個人葬から団体・社葬まで

ご相談に応じます。

家族のようなあたたかさやぬくもりを忘れず、

大切な人とのお別れにふさわしい、人柄を偲ぶ

ご葬儀をお手伝いいたします。

ＪＡ鹿児島いずみ

　年金友の会員　共済加入者

　祭壇料より最大15％値引
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図書館へ行こうY
　雑誌・古本差し上げます
平成23年１月から12月までの「きょうの料理」

「趣味の園芸」など22誌と古本を無料で差し上
げます。
日時　１月20日㈰～２月10日㈰

午前９時～午後７時
場所　市立図書館　１階入口左側ロッカー
※初日１月20日㈰は一人３冊までとし、１月
22日㈫以降、制限はありません。

　新刊案内
・『けさくしゃ』 畠中　恵（著）

版元の山青堂が戯作者としてスカ
ウトしたのは旗本の殿様・高屋彦四
郎だった。大江戸のベストセラー作
家、柳亭種彦となったイケメン旗本
が戯作仕立てで謎をとく時代ミステ
リー。

・『作家ソノミの甘くない生活』 群ようこ（著）
老いも目前の作家ソノミは気楽な
一人暮らし。元気すぎる母にふりま
わされ、ほころびだらけの世の中に
嘆きつつも、日々をつつがなく送っ
ていて…。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・２/２㈯　午後２時～
映画会
・２/９㈯　午後２時～
バンビ教室（読み聞かせ）
・２/16㈯　午後２時～
手作り教室

・『帝都を復興せよ』 江上　剛（著）
大正12年、帝都東京を大地震が

襲った。新聞記者の田山は、内務大
臣に就任した後藤から帝都復興への
壮大な構想を聞かされる。だが、各々
の思惑が壁となって立ちはだかり…。

・『かおばな憑依帖』 三國青葉（著）
怨霊が江戸の町に朝顔の毒をばら
まくバイオテロが勃発。民を守るため
決戦に選ばれたのは、美貌のマザコ
ン剣士、その母親の生霊、怨霊となっ
た吉宗の亡母、隠密、そして象だった…。

12月18日、肥薩おれんじ鉄道㈱出水工務セン
ター（出水市）で、同社の駅舎や沿線の美化・清
掃等に日頃から積極的に協力されている団体・個
人功労者に対する表彰式が行われました。
阿久根市からは、ボランティアクラブ潮風、山

下ちょボラ会の２団体と、大田常市氏、勝目健氏
の個人２名が表彰を受けられました。
表彰式では、尻無地区で沿線に咲くカノコユリ

を管理されている大田常市氏が代表であいさつさ
れ、「今回の表彰を大変光栄に思うと同時に、肥
薩おれんじ鉄道を引き続き支援するため、多くの
人たちに声をかけ、活動の輪を広げていきたい」
と今後の抱負を述べられました。

肥薩おれんじ鉄道㈱功労者表彰

肥薩おれんじ鉄道㈱から表彰された 
功労者の皆さんと古木社長（前列中央）

民生委員･児童委員として
社会福祉の増進に貢献
市民生委員児童委員協議会
会長の花田房義さんが、社会
福祉功労者として厚生労働大
臣表彰を受けられました。
花田房義さんは、昭和61年
から民生委員・児童委員とし
て活動されています。「これ
からも微力ながら、地域や社
会福祉の担い手として精一杯
務めたい」と話してください
ました。

高齢社会における
地域活性化に貢献

尾崎老人クラブが、平成24

年度「高齢者を中心とした地
域貢献活動団体」として県知
事より表彰されました。
同クラブは、地区のグラウ
ンドゴルフ大会や奉仕作業な
どを通して、地区住民や地区
の学校と一体となって交流
し、地域づくりを行った功績
が認められての受賞となりま
した。

市民生委員児童委員
協議会　会長

花田房義さん

尾崎老人クラブ
会長

川﨑信一さん
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

健
診
の
精
密
検
査
な
べ
て
よ
し
七
十
五
歳
の
新
年
迎
ふ 

亀
澤
　
笑
子

遥
か
な
る
昔
が
そ
こ
に
あ
る
や
う
に
白
き
校
舎
を
染
む
る
朝
焼
け 

有
田
イ
チ
エ

夫
と
の
会
話
に
犬
も
加
は
り
て
か
す
が
ひ
と
な
る
老
犬
愛
し 

佐
潟
　
俊
子

渋
柿
を
吊
し
柿
に
と
四
十
個
　
友
は
持
ち
来
ぬ
皮
む
き
紐
添
へ 

野
村
　
克
江

雨
風
に
戸
惑
ふ
雀
も
つ
れ
飛
ぶ
激
し
く
揺
る
る
篁

た
か
む
らの

上 

木
場
　
克
子

思
ひ
出
は
九
十
一
歳
の
我
が
心
を
愛
し
む
や
う
に
浮
び
て
は
消
ゆ 

川
畑
　
ス
ミ

霜
の
あ
さ
露
や
ど
し
つ
つ
山
茶
花
の
朝
日
を
浴
び
て
け
な
げ
に
笑
ま
ふ 

遠
矢
　
　
律

君
の
手
に
こ
の
手
を
重
ね
見
し
月
は
遠
き
記
憶
か
夢
の
か
け
ら
か 

飛
松
　
保
子

父
か
へ
る
昼
ど
き
な
れ
ば
門
に
立
ち
母
な
き
わ
れ
は
待
ち
わ
び
て
い
き 

河
南
誠
一
郎

唐
衣
の
袖
振
る
如
し
紅
葉
の
銀
杏
若
木
は
風
に
揺
れ
つ
つ 

別
府
　
義
明

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
何
年
生
ま
れ
な
の
」

と
息
子
と
同
い
年
の
子
か
ら
尋
ね
ら

れ
、「
へ
び
年
生
ま
れ
だ
よ
」
と
答
え

る
と
「
え
、
へ
び
Y
」
と
少
し
怯
え
た

顔
で
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
子
ど
も
さ
ん
は
、
へ
び
が
大
の

苦
手
だ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
が
、
何
も

「
へ
び
年
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
私
が

怖
い
こ
と
で
も
す
る
の
か
と
笑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
わ
け
で
、
今
年
は
「
年

男
」
で
す
。
知
人
か
ら
「
波
留
区
の
菅

原
神
社
で
は
、
年
が
明
け
る
と
同
時
に

初
詣
客
が
大
勢
訪
れ
る
」
と
聞
き
、
取

材
が
て
ら
験
を
担
ぎ
に
詣
で
て
み
ま
し

た
。
確
か
に
続
々
と
初
詣
客
が
。
今
年

は
、
な
お
一
層
精
進
し
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
祈
念
し
ま
し
た
。 

（
寺
園
）

人のうごき
12月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,966人
（−25人）

男
10,757人
（−14人）

女
12,209人
（−11人）

世帯数
10,581世帯
（−13世帯）

出 生 10人
死 亡 39人
転 入 39人
転 出 35人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。
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憂
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（
上
　
原
）

牛
ノ
濵
澪み
お

華か

　
和
　
則
（
大
　
丸
）

德
重
　
了
り
ょ
う

香こ

　
忠
　
彦
（
大
　
尾
）

小
林
　
彩あ
や

乃の

　
圭
　
太
（
　
段
　
）

小
牟
田
茉ま

奈な

香か

　
誠
二
郎
（
牧
　
内
）

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

11月21日、川内ヤクルト販売㈱の職員30名が、阿久根新港から

市民会館までの市街地一帯の歩道や道路周辺のゴミ清掃を行いまし

た。同社が、販売地域の方々に日ごろの感謝を込めて、毎年１回実

施している社会貢献活動の一環。管理部長の影山さんは「販売地域

の環境問題に少しでも貢献できれば」と話してくださいました。

阿
久
根
を

『
清
掃
』
致
し
候
。清掃活動を行う川内ヤクルト

販売㈱職員の皆さま

其
の
拾
三

12
月
号
の
お
く
や
み
の
「
区
名
」
に
誤
り
が
あ
り
、
お
詫
び
し
ま
す
。
今
月
号
で 

訂
正
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

慶け
い

　

越ご
え

　
　
　

誠
ま
こ
と　

さ
ん
™3

◇趣味は何ですか・・・

野球です

◇性格は・・・

明るくて元気

◇理想の異性像は・・・

一緒にいて楽しい人

◇阿久根についてひと言・・・

海や自然がキレイです

◇将来の夢は・・・

日本一周旅行をしたいです

90℃近くのお湯が出るので、

　　　便利で美味しい

※20ページに協力店掲載Y

赤ちゃんのミルク作り

コーヒー・緑茶はもちろん

焼酎のお湯割りにも

おいしくて、便利Y

☎0120－004－032

私たち『ボーイスカウト阿久根第１団』は、この度、
長年行ってきた薬物乱用防止の活動が認められて、厚生
労働大臣表彰を受けました。

現在、団員は園児から小・中・高・大人までの45名で、
縦のつながりで活動しています。

活動内容は、遊びの中で火をおこしたり、発表する際
の話し方や人との関わり方など、自分で生きていく力や
自信と勇気が自然と身についていく活動を行っていま
す。学校の部活動などに所属しながら、参加できるとき
に参加することができる活動です。現在、スカウトを募
集中です。子どもから大人まで多くの方のご参加をお待
ちしています。

【活動日時】毎週日曜日　午前９時～正午
【活動場所】明信寺
【連 絡 先】上堀　☎０９９６（７２）０００６

FAX０９９６（７２）２９５３

『ボーイスカウト阿久根第１団』
サークル紹介

同じ商品なら他店より安い自信があります。
ぜひ一度ご覧ください。


